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   We report a case of vesicorectal fistula caused by a pelvic foreign body. An 84-year-old woman 
presented with urinary tract infection and bladder stone. During transurethral lithotripsy, a foreign 
body was observed in the stone. CT and colonoscopy revealed a vesicorectal fistula due to a foreign 
body. After continuous bladder washout over a period of one month, resection of the foreign body, 
fistulectomy, and sigmoidostomy were performed. The foreign body was suspected to be a medical 
mesh from a sling operation. After the surgery, the patient's course was uneventful. This is the 
second patient with vesicointestinal fistula due to a foreign body in the Japanese literature. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  47: 109-111,2001)




























を破砕 したが,そ の際に結石 中に異物 を認めたため
(Fig.1),手術は結石を取 り除いただけで終了した.
因みに結石成分はリン酸マグネシウム アンモニウム
Fig. 1. Cystoscopic view of the foreign body 
 (arrows  : stiches of the foreign body, 





























いで異物の反体端 は直腸 を貫通 して,こ れ も恥骨後面
左側 に4針 縫合 してあ り,同 異物 を除去後直腸に開い
た2カ 所 の穴 は,右 側 は腸管 に対 して縦 にAlbert-
Lembcrt縫合 で,左 側 は腸 管 に対 して横 に2層 の
層々縫合で吻合 した.腹 部正 中切 開創 を閉創 した後,
S状結腸 を用いて2孔 式ス トーマ を作成 した.
除去 した異物 は長 さ15cm,幅2cmの 全体 に石灰
臨 ・ 吻る...._嵩 よ ゆ を
冗 … ～ ・"・ 弓 ・ 帯4轍
{'勇 ・ψ






































ぎ りの手術 をす るこ とと した.そ のため,異 物 除去
術,膀 胱 直腸痩閉鎖術,膀 胱修復術,直 腸修復術 お よ
び消 化管 ス トーマ作 成,以 上 の手術 を予定 した.ス
トーマ作成の理由は直腸 よ りの感染が あるため,異 物
は細菌に より感染 している.そ のため異物除去,膀 胱
直腸痩閉鎖後,手 術部位の感染予 防を目的に痩 閉鎖部
位 に糞塊 を行かせないためのス トーマ作成に至 った.
目的 は直腸 に糞塊 を行かせないためであ るので,直 腸
の口側であるS状 結腸で作成 した.ま た膀胱 お よび直
腸が治癒 した後,患 者 ・家族の希望 などがあれば再開
通 させる可能性があるので修復術が しやすいよ うに2
孔式 を選択 した.
結 語
骨盤内異物 による膀胱直腸痩 の1例 を経験 したので
報告 した.
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